
ほけんだよりほけんだよりほけんだよりほけんだより

　先月のほけんだよりのアンケート結果より、「ほけんだよりは今

まで通りプリントで配ってほしい」という意見が多かったので、プ

リントでみなさんに配付します。また今後もアンケートをお願いす

ることがあると思いますが、その時はぜひご協力をお願いします。

　今回答えてくれたみなさん、ありがとうございました！

〇ウイルスが活発に活動し、感染症が流行しやすくなる。

〇皮膚が乾燥し、肌バリア機能が低下する。

　→切れて血が出たり、肌荒れしやすくなる。

〇喉が乾燥し、イガイガしたり、腫れたりしやすくなる。

冬の乾燥に気をつけよう冬の乾燥に気をつけよう
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   12月に入り、ぐっと寒さが深まってきました。長い2学期もあと少しです。

冬を元気に過ごせるよう、日ごろの体調管理を見直していきましょう。

　先月のほけんだよりに載せたアンケートの中で、「乾燥対策について知り

たい」という意見がありました。冬は、寒さや暖房によって空気が乾燥しや

すい季節です。しっかり対策していきましょう。

空気が乾燥していると…

乾燥対策のためにできる工夫

〇加湿器をつける

→部屋の空気全体の

　乾燥を防ぎます。

〇お風呂のお湯はぬるめに

→熱すぎるお湯は

　肌に負担がかかります。

　肌荒れの原因になることも…

〇ハンドクリーム・保湿クリームを塗る

→皮膚のかさつきやあかぎれを防ぎます。

〇こまめな水分補給

→のどを潤すことで乾燥を防ぎます。

　お腹が冷えないよう、飲み物の冷たさ

　には気を付けましょう。

風邪ぎみ ・発熱の と き は無理せず に…風邪ぎみ ・発熱の と き は無理せず に…

　インフルエンザをはじめ、様々な感染症が流行する時期に

なってきました。朝の時点で体調が優れなかったり、熱があ

るときは、無理をせずしっかりと休み、体調が回復してから

登校するようにしましょう。


